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Turu’ya-no mame’moti-wa arimase’n. Noluweyi molaymuci-nun epsupnita.
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Utsugi, Jeon, & Kim (2006): まとめ
• 両言語とも、典型的な範疇知覚の結果は見
出されなかった。
範疇知覚実験の問題点
• 母音の範疇知覚実験においては、典型的な範
疇知覚の結果は見出されないことが多い（e.g., 
Fry et al. 1962）。
• パラ言語的現象を対象とした実験において、範
疇知覚的な結果が見出されることがある。(Ladd 
& Morton 1997)
範疇知覚実験は離散性を検討する上で適当で
はない？
• では、韻律境界の離散性を調べるには、どの
ような実験手法を用いればよいか？
まとめ
• 多くの韻律研究は、韻律境界が離散的だ
という前提にもとづいている
• しかし、実際に個々の言語を扱う際、その
言語にいくつのレベルの韻律境界があり、
それらがどう定義されるかは、音声的な特
徴から自明なことではない。
• 韻律境界の離散性を検討する実験手法の
開発は今後の課題。
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